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脇田先生◆石川県小学校体育研究
会では，新学習指導要領完全実施
に合わせ，ここ数年はボール運動
に焦点をあてて研究を進めてきま
した。ゲームの状況が目まぐるし
く変化する「ゴール型」はあらた
めて難しいと感じています。

松田先生◆震災復興のための，と
りわけボランティアが教育支援者
として中長期的に子どもたちを支
えるしくみづくりに携わっていま
す。多くの機関のネットワークづ
くりに加え，体育の学習指導も，
大きな課題のひとつです。

村田先生◆余震が続くなかで新学
期がスタートしましたが，自宅も
大学も被害を受け，まだ日常に戻
らない毎日です。いま自分に何が
できるのか，こんなときこそ体ほ
ぐしやダンスの力で，「思いをカ
タチに」と考えています。

水島先生◆今年度も授業が始まり
器械運動の指導を行っています。
最近，気になることがあります。
それは，回転するときに目を閉じ
てしまう学習者が多いことです。
みなさんは，前転の回転中に何が
見えますか？
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眞砂野先生◆４月より副校長とし
て就任しました。慌ただしい毎日
ですが，校長先生や教職員の皆さ
んと「学校を創る楽しさ」を味わ
っています。全国の新任教頭・副
校長先生，ともにがんばりましょ
う！

◆◆◆著者紹介◆◆◆

森先生◆今年度は，１年生を担任
しています。子どもたちは好奇心
旺盛で，外遊びも，音楽にのって
リズム遊びをすることも大好きで
す。体育の授業を通して，体を動
かすことの楽しさをたくさん味わ
わせたいと思っています。



野球選手にとっての
第2のスポーツ

ゴールデンウィーク中，NHKの大リーグ中継

で，対戦しているチームの選手に「少年時代は何

になりたかったか？」という質問をするコーナー

があった。「少年時代のころの夢は大リーガー」

と答えた選手は意外に少数で「カレッジ・フット

ボールの選手」「バスケットのプロ選手」と答え

た選手が多かった。

日本ならば「プロになるような選手は小学校の

ころから野球一筋があたりまえ」と思われている

ので，こうした答えはわが国の野球ファンの目に

は奇異に映るようだが，米国やカナダにおける学

校スポーツのシステムを知っていれば十分に納得

がいく。北米の高校や大学ではスポーツ活動が約

３カ月ずつ３つのシーズンに分かれていて，通常，

新学年が始まる９月からフットボール，バレーボ

ール（女子），それが終わるとバスケットボール，

アイスホッケー，サッカー，そして３月ないし４

月から野球，陸上競技，ゴルフ，バレーボール

（男子），ラクロス等，春のシーズンのスポーツが

始まる。

メジャーリーグのスターたちも，高校や大学で

は野球以外のスポーツにも参加し目立つ活躍をし

ていたケースが多い。筆者は０４年から毎年大リー

グの選手名鑑を執筆している関係で，これまで

１０００人を超す選手の経歴を調べたが，大リーガー

が高校，大学時代に経験した第２，第３のスポー

ツは多岐にわたる。主だった選手のケースを表に

してみたが，スーパースターであるアレックス・

ロドリゲスやジョー・マウアーは高校時代フット

ボールのほうでも司令塔であるクォーターバック

として活躍。それが終わると野球が始まるまでバ

スケットボールをやっている。カナダ出身のスタ

ー選手は，野球ができる期間が短いので高校時代

は国技であるアイスホッケーをメインにしていた

選手が多い。ツインズの主砲ジャスティン・モル

ノーは高校時代，ジュニア・ナショナルチームの

メンバーに選ばれたほどの優秀なゴールキーパー

で，セミプロ・リーグでプレーした経験もある。

今季メッツで投げているクリス・ヤングはメジ

ャーきっての秀才投手として知られるが，プリン

ストン大学在学中はバスケットボールでもエース

として活躍。それでも目標はあくまでも大リーグ

の投手になることだったので，野球がオフシーズ

ンに入る９月から２月は時間のやり繰りが大変で

「毎日午後４時ごろまでは授業。４時半から８時

まではバスケットの練習。食事したあと９時から

１０時まで体育館でプライベートな投球練習，１０時

半から午前２時までが勉強だった」と語っている。

マイナー競技で鳴らした選手もかなりいる。レ

イズの主砲エヴァン・ロンゴリアは野球がオフシ

ーズンに入ると水球で活躍していたが，これは高

校２年生まで背が伸びなかったため，フットボー

ルやバスケのチームに入ることができなかったか

らだ。日本人の血が４分の１入っているフィリー

ズの快速センター，シェーン・ビクトリーノはハ

ワイ，マウイ島で過ごした高校時代，陸上の短距

離でも鳴らし，ハワイ州の１００メートル走の高校

記録をマークしている。

乱闘になるとめっぽう強いことで知られるレイ

ズの守護神（クローザー）カイル・ファーンズワ

ースは少年時代テコンドーに凝っていた。一時は

夢中になってオリンピック選手になることを夢見

ていたという。

●

大リーガーの第２のスポーツ経験を少し紹介さ

せていただいたのは，第２，第３のスポーツ経験

が大きなプラスを生んでいるように感じるからだ。

小さいころから長い冬の間アイスホッケーをやっ

ているカナダ人選手には強靭な下半身をもった選

手が多い。そのため優秀なピッチャーが生まれる

アクセス ナウ！ スポーツジャーナリスト 友成 那智
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頻度が大変高い。米国人の選手は小さい

ころバスケットボールに夢中になった者

が多いが，彼らは野球しか知らない人間

からは絶対に生まれないような発想のプ

レーをよく随所に見せる。

そのひとつがベアハンドキャッチと送

球がひとつの動作になったプレーだ。大

リーグ中継をご覧になる方は三塁手がバ

ントや当たり損ないのゴロを右手で素手

捕りし，そのまま一塁に投げて間一髪ア

ウトにするプレーを何度もご覧になって

いると思う。ピッチャーも高いバウンド

の緩いゴロはグラブで捕球してから持ち

替えて投げると間に合わないので素手で

捕球してそのまま一塁に矢のような送球

をする。

走者が一塁にいる場面で，打者がセンターに抜

けそうなゴロを打つと，二塁手は追いついてグラ

ブに入れても勢いがついてすぐには踏ん張れない

ので，バスケットボールのビハインドパス（背面

パス）で二塁ベースのベースカバーに入った遊撃

手にトスし，遊撃手がそれを素手取りしてそのま

ま一塁に送球しダブルプレー完成！というシーン

も時々見かける。

大リーグではダブルプレーになりそうな場合，

ランナーは併殺阻止を狙ってベースカバーに入っ

た内野手の足元目がけて突っ込んでくるので，内

野手はとっさにジャンプしたり横に踏み出したり

してそれを避けながら一塁に送球するが，これは

フットボールやサッカーのプレー経験が生きてい

るように思えてならない。こうした野球の発想で

はないプレーがとっさにできることが大リーグの

内野手の大きな強みになっている。西岡剛が今季

メジャー入りしたとたん「足刈りスライディング」

を避けきれずに脛の骨を骨折してしまったが，小

学校から野球一筋の日本人選手は「とっさのプレ

ー」ができないような気がしてならない。

もうひとつ言いたいのは，大リーグの選手と日

本人選手の身体能力格差は「人種的なもの」だけ

で片づけられなくなっているということだ。なぜ

なら現在大リーグでは，東洋人の血を引く身体能

力の高い選手が急増しているからだ。１００％日本

人の血を引くカート・スズキや，１００％韓国人の

血を引くハンク・コンガーはその典型だ。ジョニ

ー・デイモン，ジェレミー・ガスリー，ダーウィ

ン・バーニーのように５０％東洋人という一流選手

は１０人以上いる。

筆者は人種的な要因を否定するつもりは毛頭な

いが，こうした米国で育った東洋系選手の台頭は

小さいころからさまざまなスポーツを経験したこ

とが大きな要素になっているように思えてならな

い。

ただ，日本の高校，大学でアメリカのような３

シーズン制にしろと言っても，それは机上の空論

というものだろう。野球は日本においては最大の

国民的娯楽であり，野球少年たちの甲子園への強

い憧れを考えれば中学生の球児に二足のわらじを

履かせることすら現実的ではない。

ならば，小学校の段階で野球少年たちに二足の

わらじ，三足のわらじを履かせたらどうだろうか。

野球は同じ部位ばかりを使うプレーを繰り返し練

習するため，やり過ぎは故障の誘因にもなる。試

合自体も静止している時間が長いので試合を通じ

て身体能力を総合的に向上させる目的も果たせな

い。ならば１年の半分は，ほかのスポーツをやる

のが，長期的に見れば大リーグ型のプレーヤーを

育てる結果につながるのではないだろうか。幼少

期は身体感覚を身につけるうえでゴールデンエイ

ジである。１年に２つ，３つのスポーツに熱中し

ても消化不良を起こすことはない。それを実践し

ているうちに新しい感覚をどんどん身につけてい

くだろう。

ともなり・なち／１９５６年，青森県生まれ。上智大学新聞学科卒。学生のころから大リーグに熱中し，大学卒業後は集英社に入社。雑誌『PLAYBOY』
スポーツ担当として，数多くのプロ野球選手を取材。現在は，大リーグの知識をもとに，スポーツジャーナリストとして雑誌・新聞等で活躍中。著
書に『メジャーリーグ・完全データ選手名鑑２０１１』（廣済堂あかつき），『２５８本をうんだバット（記録への挑戦）』（ポプラ社）などがある。

大リーガーが経験した第２，第３のスポーツ

テニス，サッカー，ゴルフJ．J．ハーディ

バスケ，陸上（クロスカントリー）ロイ・ハラデー

AFB（QB），重量挙げダスティン・ペドロイア

アイスホッケー，AFBクリス・カーペンター

AFB（DB），陸上短距離ジョニー・デイモン

陸上短距離，AFB，サッカーシェーン・ヴィクトリーノ

水球エヴァン・ロンゴリア

テコンドー，AFB，バスケカイル・ファーンズワース

アイスホッケージャスティン・モルノー

AFB（QB），バスケジョー・マウアー

AFB（QB），バスケアレックス・ロドリゲス

野球以外のスポーツ経験選手名

※AFB…アメリカンフットボール，QB…クォーターバック，
DB…ディフェンシブバック

野球選手にとっての第２のスポーツ ● 5
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はじめに

表現運動の特性は，「自己の心身を解き放して，

リズムやイメージの世界に没入してなりきって踊

ることが楽しい運動であり，互いのよさを生かし

合って仲間と交流して踊る楽しさや喜びを味わう

ことのできる運動」（学習指導要領解説・平成２０

年）であり，これは心と体を一体としてとらえた

指導の実現に向けて多くの可能性をもっている。

また，“みんな違ってみんないい”を前提として

授業を工夫できることが表現運動領域の魅力でも

ある。しかしながら，どうしたら子どもたちに踊

る楽しさを味わわすことができるのか，教師自身

が踊ることが苦手など，教師側の指導上の課題が

あげられ，指導しにくいとされる領域でもある。

また，児童にとってもどう動いていいかわからな

い，恥ずかしさなどから，苦手意識をもっている

児童もいる。なかでも，友達と同じ動きや振りは

いいが，自分で動きを生み出すことが苦手という

児童が多い。

本来，子どもたちは踊ることが大好きなので，

踊る楽しさを十分に味わう経験を積み重ねていく

ことが大切であると考える。

�．授業づくりのポイント
そこで，表現運動領域の「表現」に視点をあて，

第４学年において，児童が仲間と豊かにかかわり

合いながら即興的にいろいろな動きを生み出し，

なりきって踊る楽しさを味わうことができるよう

な授業づくりに取り組み，実践を行うことにした。

「ギャングエイジ」と呼ばれる中学年の児童は，

いろいろなものへの探求心が旺盛で，エネルギッ

シュに動くことを好む。また，探検や忍者のよう

な未知の世界とスリルに富んだ題材や多様な場面，

おもしろい動きを好む傾向にある。そこで，本単

元では，空想の世界からの題材として「スパイ・

キッズ！」と名づけ，自由にイメージを広げなが

ら，多様な場面をとらえたり，誇張して踊ったり，

対立する動きや対極の動きの組み合わせやその繰

り返しで踊ったりすることをめざした。

�．単元の流れと学習の進め方
「表現」単元の学習過程は，「いろいろな題材や

テーマからの即興表現」から「簡単な作品づくり」

へと，２つの楽しみ方を柱としたステージで構成

される。今回は，イメージを自由に動きにしたり，

なりきって踊ったりすることの経験が少ないとい

う児童の実態をふまえ，即興表現を学習過程の中

心とした（図１）。

また，毎時間の導入では，心と体をほぐすため

にウォーミングアップリズムダンスを取り入れた。

音楽のリズムにのって思いきり踊る体験から学習

をスタートする。体の中心（へそ）から十分にリ

ズムにのり，友達とかかわりながら，自由に踊る

ことでパワーを全開にし，児童が楽しい雰囲気の

なかで表現活動に入り込めるようにした。

また，即興表現の段階では，１時間の流れを

「やってみる」（習得：教師と一緒に共通の動きを

体験させる），「ひろげる」（活用：「やってみる」

の内容を生かし，友達と一緒にひと流れの動きで

踊る）とし，これらを繰り返しながら，単元後半

の簡単なひとまとまりの表現へつながるようにし

た。「ひろげる」の活動では，見合う活動を取り

入れ，いろいろな見せ合いのしかたを工夫しなが

ら，毎時間，「踊る・創る・観る」楽しさを味わ

えるようにした。

なお，即興表現を中心としたため，本単元では

単元後半も「ひろげる」のままで�とした。より
進んだ段階では「ふかめる」となる。

中学年・表現運動

埼玉県鴻巣市立赤見台第一小学校教諭 森 奈緒子

～「スパイ・キッズ（戦い・探検）」で「やってみる・ひろげる」～

即興表現の楽しさを味わうことのできる
「表現」の授業実践
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�．授業の実際
（１）ウォーミングアップリズムダンスについて

単元の初めは，教師の動きをまねしながら座位

から立位になったり（写真１・２），２人組で踊っ

たり（写真３），慣れてきたら自分たちで動きを工

夫していろいろな友達とかかわりながら踊ったり

した。「４つのくずし（空間・身体・リズム・他

者とのかかわり）」を意識しながら友達とかかわ

って踊れるように心がけた。単元後半では，体育

館に入るときからダンサーとなった（写真４）。

導入での活動を充実させることで，表現へスム

ーズにつながった。特に，空間をくずすこと，他

者とのかかわりをくずすことが心と体をほぐし，

弾んで踊ることに効果的であった。

（２）「やってみる」の活動

多様な場面をとらえて即興的に踊る：小テーマか

ら教師の言葉かけやリードによって。

「やってみる」の段階は，その後の展開につな

がるとても重要な部分である。ここでは，１つの

題材について，質感の違う動き（差のある動き）

を３つぐらい取り上げ，教師がリードしながら，

この題材でおさえたい動きの質感や，児童からは

自然と出てこないような動きを意図的に体験させ

た。また，１つひとつの動きの流れがとぎれない

ようにし，「ひろげる」でのひと流れの動きにつ

ながるようにした。

○表したい場面ごとに，
少人数のグループをつ
くる。
○気に入った動きを組み
合わせて，感じを強め
て踊る。

○発表会をする。

●スパイ・キッズ！怪盗�編

・怪盗�の侵入から脱出まで。
・追いつ追われつの攻防
・敵との対立

・相手やものをかわす。
・攻防の末の大脱出！

●スパイ・キッズ！海賊編

・海賊どうしの戦い，空想の敵との戦い，
自然との戦い
・洞窟探検

・敵の海賊船が接近。戦いが始まる。
・洞窟の中の宝を探し回る。

０
〜
４５
分

ウォーミングアップリズムダンス

７・８４・５・６１・２・３時
分

図１ 第４学年「スパイ・キッズ！」単元計画

やってみる……「スパイ・キッズ」から多様な場面をとらえて，即興的に踊る。

ひろげる�……ひと流れの動きで踊る。

○友達と一緒に，対応する動きや対立する動きを組み合わせたりして，
ひと流れの動きで踊る。

○ミニ発表会をして，感じを確かめ合う。
・いろいろな見合いのしかたを工夫して，見せ合って楽しむ。

ひろげる�……表したい
場面を選び，ひと流れ
の動きで踊る。

写真１

写真２

写真３

写真４



8

「スパイ・キッズ！海賊編」では，海賊船に乗っ

て海を冒険し，宝物を探している場面に，「海賊

どうしの戦い」（写真５），「嵐に遭遇」（写真６），

「海の中から巨大生物が～」などを共通に体験さ

せた。海賊という設定に，児童はワクワクしなが

ら取り組めた。また，ただ戦うだけでなく，「船

に飛び乗って」「剣を振りかざして」など，どん

なふうに戦うかを児童にイメージさせることで動

きやすくなった。

「スパイ・キッズ！怪盗X編」では，だれにも気

づかれずに侵入し，高価な物を次々と盗んでいく

怪盗Xになり，「追いつ追われつの攻防」「監視網

をすり抜けて侵入～見つかった。大脱出」などを

共通に体験させた。「怪盗はすばやく動く」「いつ

も周りを警戒している」「身のこなしが軽い」な

ど，怪盗Xの特徴を意識しておさえたことで，初

めは棒立ちだった児童も姿勢が低くなり，視線や

動きにもメリハリが出てきた。

「やってみる」が位置づけられていることで，

動きのヒントや児童が気づかないような動きを提

示することができ，動きを広げることができた。

（３）「ひろげる�」の活動
友達と一緒に，対応する動きや対立する動きを組

み合わせたり，対極の動きを繰り返したりして，

ひと流れの動きで踊る：友達と一緒に，「やって

みる」での動きをヒントに，表したい感じが生き

るようにひと流れの動きで表現。

ここでは，流動的なペアやグループをつくり，

友達と一緒に表現する。児童は，「海賊編」「怪盗

Ｘ編」ともに，ダイナミックな戦いの場面を好み，

表現していた。ひと流れの例としては，「向こう

から別の海賊船がやってきた→海賊どうしの戦い

（相手の動きに対応，スローモーション，転がる）

→宝の地図を手に入れたぞ」や「侵入が見つかっ

た！→追いつ追われつの攻防（走る・止まる，よ

ける，ふせる，転がる，相手をかわし逃げる）→

窓からの大脱出」などがあった。

「ひろげる�」の段階では，言葉に抑揚をつけ
ながら児童の動きのよさを具体的に称賛したり，

動きや状況を実況中継したりしながら，児童の体

に響く言葉かけができるように心がけた。また，

繰り返して踊るときには，活動の途中で，よい動

きを示したり，見合う活動を効果的に取り入れた

りするなど，次の動きの手がかりや課題が見つか

るようにすることで児童の動きに変容が見られた。

例えば，友達どうしで戦いの場面を表現する際，

児童はどうしても攻めることばかりに夢中になり，

動きが単調であったが，攻められ方も意識させた

り（写真７），２人の位置関係を工夫しているペア

を取り上げて見せたりすることで，「うその戦い

だから何でもできる」「やられてもまたできる」

というおもしろさを味わい，相手の動きへの対応

のしかたや空間の使い方が変わってきた。また，

リズムのくずしやいろいろな身体のくずしを示す

ことで，重心が同じであった児童の動きに，床を

転がる，ジャンプする，ストップモーション，ス

ローモーションなどが加わり，動きにメリハリが

ついてきた。

（４）「ひろげる�」の活動
表したい場面ごとに少人数のグループをつくり，

気に入った動きを組み合わせて感じを強めて踊

る：いちばん表したい場面を中心にして，はじめ

とおわりを簡単につけたして踊る。

ここでは，新たな作品づくりではなく，今まで

写真５ 海賊どうしの戦い 写真６ 大変だぁ～ 嵐がきたぞ～
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・ルパン三世のテーマ／パイレーツオブカリビアンのテーマ

／ミッションインポッシブルのテーマ／リズムアンドポリス

・ジャングル探検（学校体育実技指導用楽曲CD１小学校編）

【参考文献】

・細江文利，池田延行，村田芳子編著『体育科実践事例集』

小学館２００９

・（社）日本女子体育連盟編『女子体育７・８月合併号』２００９

＜使用曲例＞

に取り組んできた「スパイ・キッズ！海賊編」

「スパイ・キッズ！怪盗Ｘ編」の中から，いちば

ん表したい場面を選び，少人数のグループをつく

る。グループごとに気に入った動きを組み合わせ

て，はじめとおわりを簡単につけたし，感じを強

めて踊り，最後に，メドレー発表会を行った。

�．成果
単元前後の児童の意識調査の主な結果は次のよ

うであった（図２・３参照）。

踊ることが「好き」と答えた児童が，２４％から

７４％に増え，「どちらかというと嫌い」「嫌い」と

答えた児童が４１％から６％になり，「嫌い」は，

単元終了後は，０％であった。

図３からは１００％の児童が「表現リズム遊び・

表現運動」の学習をまた「やりたい・どちらかと

いうとやりたい」と答えており，授業を通して表

現への関心が高まったといえる。また，その理由

としては「スパイ・キッズ！」が楽しかったとい

うことが最も多かった。本単元は，ダイナミック

な動きが多く，空想の世界ではあるが，実際にな

れそうな気がしてくる，児童にとって魅力的な題

材であったことがうかがえる。

また，単元終了後の児童の感想からは，表現運

動の特性にふれ，なりきって踊る楽しさを味わう

ことができたことがうかがえる。

【児童の感想】（下線筆者）

・はじめは恥ずかしくて，ただ走っているだけだ

ったけれど，体全部を使って踊れるようになっ

た。リズムをくずしたり，いろいろな動きが見

つかったりしてよかった。最後の発表では，怪

盗Ｘをやり，今までやったことが全部使えたよ

うな気がする。表現の学習は楽しかったので，

またやりたい。

・怪盗Ｘや海賊になりきって踊ると，本当は怪盗

Ｘや海賊ではないけれど，なった気分で踊れる

のがいいと思った。

・自分の思うまま，自由にできて，「スパイ・キ

ッズ」をやってからは，ダンスは楽しいなと思

った。

・ダンスには，いろいろな動き方があって，１人

でも２人でもグループでもできるところがいい

と思った。

�．課題
表現運動では，教師の児童へのかかわり方が児

童の動きを引き出すことに大きくかかわっている。

そこで，教師が児童の動きを感じながら授業を軌

道修正していく力や，児童の体に響く言葉かけな

ど，教師の指導力をさらに高めなければならない。

特に，「やってみる」での教師の役割は，その後

の展開につながる重要な部分であるが，何を共通

に体験させるかの吟味が足らず，児童の動きが停

滞したこともあった。どんな題材を取り上げるか

はもちろん，その題材でどのように授業を展開す

るか，より深い教材研究を行いたい。

（もり・なおこ）

写真７ 攻められ方のよい動き
どちらかというとやりたくない・やりたくない…０％

どちらかというとやりたい（１０％）

６％１９％７４％

嫌い
（１５％）

どちらかとい
うと嫌い（２６％）

どちらかというと
好き（３５％）

好き
（２４％）

やりたい（９０％）

単元前

単元後

図２ イメージをうかべ，何かになりきって踊ることは好きですか

０（％） ５０ １００

図３ 「表現運動」の学習をまたやりたいと思いますか

０（％） ５０ １００
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■はじめに

石川県小学校体育研究会では，「ひらこう体育

学習の世界を ～運動固有の楽しさを中心に据え

て～」という研究テーマのもと，平成２１年度より，

ボール運動に焦点をあてて研究を進めてきた。私

たちは，ボール運動固有の楽しさは，「シュート

をする」といったその運動がもつ特徴的な動きで

はなく，「相手がいてお互いに攻防すること」に

あると考えている。そこで今回は，ゴール型ボー

ル運動の３つの攻防の局面に着目し，ゴール型ボ

ール運動固有の楽しさを『（相手コートへ，そし

てシュートエリア内に）ボールを運ぶ（局面�），
シュートチャンスをつくる（局面�），シュート
する（局面�）ことを，技能を駆使して相手と攻
防すること』ととらえた。そして，この固有の楽

しさを十分に味わわせることはもちろんのこと，

「自分」「仲間」「モノ」で構成された子どもたち

１人ひとりの運動の世界を広げていこうという学

習が，私たちの考えるボール運動固有の楽しさを

運動の世界の中心に据えた学習である（図１）。

昨年末の研究大会では，第６学年のゴール型の

ボール運動において，局面�の「シュートチャン

スをつくる」ことに焦点化を試みた「ＶＧボール

（授業者：稲垣宏樹先生）」の実践を行った。

■実践内容

（１）単元名

「ＶＧボール ～みんなでＶゴールめざして

パス＆ダッシュ～」

（２）単元目標

・ルールやマナーを守り，運動に進んで取り組み，

仲間とかかわり合って，安全に練習やゲームを

行おうとする。（関心・意欲・態度）

・チームの課題に応じた練習や攻撃の組み立て方

を工夫している。（思考・判断）

・フリーの味方を見つけてパスをするなど基本的

なボール操作や，空いているスペースに走り込

むなどのボールを持たないときの動きを使って

ゲームをすることができる。（技能）

（３）授業にあたって

�児童観
事前に実施したアンケートによれば，男女とも

ゴール型ボール運動が好きな児童が多い。しかし，

女子の半数以上は得意とは感じていない。苦手だ

と感じている主な原因は，「シュートが入らない」

「どう動いてよいかわからない」「ボールが硬くて

怖い」の３つである。目まぐるしく状況が変化す

るゴール型ボール運動のゲームのなかで，ボール

に向かっていけばいいのか，ボールから離れて待

っていればいいのか判断がつかない児童や，ボー

ルに対する恐怖心が強い児童がかなりいることが

わかる。

�指導観
本単元では，局面�に焦点をあてて学習を進め

ていくことで，局面�における攻防の楽しさを十
分に味わわせたい。まず，教具の工夫として，得

点しやすいようにゴールをＶ字（Ｖは鋭角）とし

6年生・ボール運動

石川県金沢市立伏見台小学校教諭
石川県小学校体育研究会 事務局 脇田 誉志昭

運動固有の楽しさを中心に据えた
ゴール型ボール運動の実践

その運動
固有の楽しさ

仲間 モノ

自分

運動の世界

モノとの
かかわりによる

楽しさ

技能向上の
楽しさ

運動を行う
こと自体の
楽しさ

仲間との
かかわりによる

楽しさ

・運動することに夢中に
なっている「自分」

・いっしょに動いて遊ぶ
「仲間」
・運動の世界を支えてく
れる「モノ」

図１
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図２ ＶＧボールの基本ルールとコート

・ゲームは５人対５人。

・１ゲームは前後半に分かれ，４分間×２の計８分間で行う。

・１チーム１０人とし，その中で５人ずつの兄弟チームに分かれる。

それぞれがゲームの前半，後半に出場する。

・前半と後半で，出場する兄弟チームを交代する。初得点は２点。

・攻撃・守備専門のプレイヤーをそれぞれ１人ずつおく。

・攻撃・守備専門プレイヤーのプレイできる範囲は，センターライ

ンを境とする。

・ゲームスタートはセンターラインから行う。

・ドリブルは禁止。ボールを持って，移動できない。

・ＧＫは置かない。立ち入り禁止ゾーンには入れない。

・ディフェンスはマンツーマンで，パスカットとシュートブロック

のみできる。

・ディフェンスがボールをコートから出したり，得点が決まったり

した場合，センターラインからリスタート。

・オフェンスがボールをコートから出した場合，自陣のリスタート

ラインからリスタート。

リスタートライン

●ＶＧボールのコート

※Ｖゾーンとは，シュートがねらい
やすいエリアの呼称。

センターライン

立ち入り禁止ゾーン

Ｖゾーン Ｖゾーン

ＶゾーンＶゾーン

（４）単元計画

まとめ

オリエ

ンテー

ション

ゲーム�

チーム練習

（チームの課題に応じた練習

を選択する）

チーム練習

「２対１」

チーム練習

「タッチダウン」

チーム練習

「Ｖシュート」

ゲーム�・振り返り
・パワーアップタイム「クイックシュート」「パスアラウンド」 ・めあての確認

＜シュートチャンスをつくる

作戦を工夫して楽しもう＞

主に局面�

＜シュートチャンス

をつくろう＞

局面�

＜相手コートまで

ボールを運ぼう＞

局面�

＜シュートを

しよう＞

局面�

９８７６５（本時）４３２１

第３次第２次第１次

０

４５

た（図２）。シュートが可能なゾーンを広げるこ

とにより，ゴール前でフリーな状態でシュートを

した場合，高い確率でシュートが決められるよう

に工夫した。このように，局面�を容易にするこ
とで，児童の意識をより局面�に向けさせること
ができると考えた。また，局面�のシュートチャ
ンスをつくる攻防をより多く楽しむことができる

ように，リスタートラインを設け，相手コートに

ボールを運ぶ局面を軽減した。さらにボールも，

操作を容易にするため，片手でつかめ，柔らかい

ソフトハンドボール１号を使用した。また，マン

ツーマンディフェンスをルールとして採用した

（図２）。これは，ディフェンスを意識させること

で，マークを外す必要感をもち，それにより，ボ

ールを持たないときの動き方の理解を深めるため

であり，結果，局面�が活性化すると考えた。

だれもがシュートの楽しさを味わえるように，

第２次では，最初にシュートが有効な場所を考え

させ，これまでのゴール型ボール運動とは異なり，

正面ではなく，両サイドのエリア（Ｖゾーン）か

らのシュートが有効であることに気づかせる。そ

して，Ｖゾーンにまでボールを運ぶことの必要感

をもたせ，パスをつないで運ぶ，シュートチャン

スをつくる学習へと展開していく。パスがつなが
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るようになれば，児童はＶゾーンを生かした攻め

方について考えるようになる。Ｖゾーンにいつづ

けるだけではなく，Ｖゾーンに走り込んでタイミ

ングよくパスを受けたり，あえてＶゾーンから離

れてディフェンスを引っ張り出してスペースをつ

くったりすることで，局面�における攻防の楽し
さをいっそう味わうことが可能になると考える。

また，ゲームのビデオを見せたり，作戦ボードに

チームの動きを書かせたり，実際によい動きを見

せたりすることで，どの局面でどう動いたらいい

かを具体的につかませる。チーム練習では，各局

面で必要な技能を身につけるための練習を，教師

から提示する。攻防を楽しむために必要な各局面

の学習内容は表１のように整理した。

第３次では，第２次の気づきや身につけた技能

を生かしながら，「パスをつないでシュートチャン

スをつくる」楽しさを中心に，ゴール型ボール運

動固有の楽しさをより深く味わわせる。そのため

に，チームの特徴や相手の守備に合わせた攻め方

を積極的に工夫させるとともに，その作戦を成功

させるための技能を高めていく。その際，チーム

の課題に応じた練習を第２次で行ったなかから選

択し，行わせていく。固有の楽しさを中心としな

がら，子どもたちが見つけたＶＧボールがもつ

様々な楽しさを積極的に認めつつ，学習を進める。

毎時間の学習はゲーム中心に進める。前半は，

局面を意識した前時のまとめやゲーム�での気づ
きをもとに，チームの課題について話し合い，練

習に取り組ませる。後半はゲーム�を行う。ゲー
ム中心の学習の流れを組むことで，ゲームの意味

をつかませるとともに，技能の必要感をもたせ，

主体的な学習が展開できると考える。また，学習

のスタートでは，主に基本的なボール操作の技能

習得をねらったパワーアップタイムを行う。

○クイックシュート（写真１）

兄弟チームごと（５～６人）に行い，時間は１

分間。Ｖゾーンに走り込んでパスを受け，すぐに

シュートすることで，シュート技能を高める。パ

スを出す位置はセンターとコーナーからの２か所。

○パスアラウンド

兄弟チームで対戦して行う。時間は１分間。攻

撃と守備に分かれ，攻撃側はチーム内でパスを回

し続ける。守備側にパスカットされたら，攻守交

代する。連続してパスをつないだ回数を競う。

（５）本時の学習（第５時）

�本時のねらい
・シュートチャンスをつくるために走り込んでパ

スを受けたり，スペースを空けたりすることが

できる。

�学習過程（表２）

シュート練習の工夫シュートチャンスをつくる攻
め方の工夫

ポジションの工夫
パスをつなぐ練習の選択思考・判断

・ゲームへの積極性 ・スポーツマンシップ ・安全保持
・コミュニケーション（指示・声かけ・励まし）

関心・意欲・

態度

フリーの状態で，シュートが
できる位置に移動することが
できる。

マークを外して，空いている
スペースに走りこむことがで
きる。

ボールを

持たない

ときの動き

技

能

ねらったところに正確にシュ
ートができる。パスをもらっ
てすぐにシュートができる。

スピードやコントロールを意識して，フリーの味方を見つけ
てパスをしたり，ボールをキャッチしたりすることができる。基本的な

ボール操作

局面�局面�局面�

表１ 攻防を楽しむために必要な学習内容

写真１ クイックシュート
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・チームの伸びがわかるように，継続して結果

を記録する。

・前時のうまくいかなかった状況を再現し，課

題を明確にする。

・シュートチャンスをつくるためのよい動きを

児童とともに再現する。

・練習のしかたをおさえるため，チームキャプ

テンをモデルにして説明する。

・ゲーム�とゲーム�の動きの高まりを知るた
めの参考資料として，シュート数とシュート

成功率を調べる。

技能 走り込んでパスを受けたり，Ｖゾーン

のスペースを生かしたりして，シュートチャ

ンスをつくろうとしている。（行動観察）

１．パワーアップタイムを行う。

・クイックシュート ・パスアラウンド

２．学習課題を確認する。

＜得点につながるようなシュートチャンスをつくろう＞

３．ゲーム�（４分間×２）をする。
４．ゲーム�を振り返る。
・動きながらパスを受けて，すぐシュートしたらいいよ。

・Ｖゾーンにいつづけると，マークされてフリーになれ

ないよ。どうしたらフリーになれるかな。

５．チーム練習（２対１）をする。

・動きながらパスを受けて，すぐシュートしよう。

・フリーになった瞬間にパスを出そう。

・マークの前に行くと，シュートチャンスが広がるぞ。

６．ゲーム�（４分間×２）をする。
７．まとめをする。

・Ｖゾーンでフリーになるとシュートチャンスになるよ。

そのために，Ｖゾーンにいつづけるのではなく，走り

込んでパスを受けたり，わざと離れたりするといいよ。

支援と評価規準主な学習活動と児童の思考の流れ

（６）授業の実際

柔らかく操作しやすいソフトハンドボールを用

いたことで，だれもが意欲的にゲームに参加して

いた。また，２個のミニゴールを使いゴールをＶ字

にしたことで，単元のなかで，学級全員がシュート

をきめることができた。本時でも，ボール運動が得

意な特定の児童ばかりではなく，男女にかかわら

ず，多くの児童が得点を入れることができていた。

また，ゴールをＶ字にしたことで，シュートに

有効なエリアが意識され，Ｖゾーンを生かした速

攻等の攻め方が早い段階から見られた（写真２）。

本時でも，空いているスペースに走り込んでのシ

ュートや，Ｖゾーンでパスを受けてからの振り向

きざまのシュートなどの攻め方が見られた。ゲー

ム�での動きの高まりを実感させるため，ゲーム
�と�のシュート数とその成功率を調べたが，ゲ
ーム�のほうが数字が下回ったチームがあった。
２対１のチーム練習が有効にはたらかなかったこ

とや，守備力の向上が原因と考えられる。

■おわりに

これまでの学習で見られた，相手コートにボー

ルを運ぶことができない，フリーでシュートして

も決められないといった場面が少なく，Ｖゾーン

を生かした多様な攻め方が見られたことから，局

面�の攻防の楽しさを十分に味わうという点にお
いて，「ＶＧボール」は大変有効なゲームであっ

た。しかし，協議会では，「（技能の低い児童にも

やさしい）Ｖ字ゴールやソフトハンドボールは，

第６学年という発達段階に妥当か？」という点が，

議論の中心のひとつとなった。児童の実態に合わ

せて教材の工夫を行ったが，ボール操作も含めた

ゴール型ボール運動における系統的な技能の習得

については再度見直しが必要であると考える。

（わきた・よしあき）

表２ 学習過程

写真２ Vゾーンを生かしたゲーム風景



　 
外野席から 
　 

３月１１日の東日本大震災には言葉を失った。想

像を絶する大津波が街を呑み，押し流す様をテレ

ビで，毎日，茫然と見つづけた。死者行方不明者

が約２万５千人，加えて，先のまったく見えない

フクシマ原発の大トラブル，現在の悲惨が遠い未

来にまで深い亀裂を走らせたのではなかろうか。

家族を失い，家も仕事も失った人たちが，絶望の

中からなお「がんばろう，東北」「団結しよう，

ニッポン」と，勇気を振り絞って生きていこうと

する姿を見て，思わず目頭を熱くする。

作家たちは，こんな大災害の前で文学は何がで

きるのか，人ひとり救えないのではないか，と誠

実に自分に問いかけ，左手にむなしさを握りなが

ら，なお右手にペンを執って，死者への鎮魂の思

いを綴り，生きる意味を問い続けようとしている。

私は漢詩実作教室に通っているので，七言絶句の

かたちで今度の惨状を詠んでみる。

海嘯襲来狂乱声 海嘯（津波）襲来し狂乱の声
がい く

街衢消滅一望平 街衢（街並）消滅して一望平らか
ただよ くつがえ ゆ

家漂車覆船航陸 家は漂い，車は覆り，船は陸を航く
もと こころ

索子探親千万情 子を索め親を探す千万の情

また，

雪白小鮮魚網光 雪白小鮮（小魚のこと）魚網に光る

成群躍々満潮香 群を成し躍々潮香満つ
たちま ようふん

忽知原子妖氛害 忽ち知る原子妖氛の害

漁父堪悲怒欲狂 漁父は悲しみに堪え怒り狂わんとす

こんな漢詩を作ってなんの役に立つのか。内な

る声が聞こえるようだ。むろん，なんの役にも立

たない。被災された人々の辛い気持ちの一端に，

私もつながっていたい，と願うだけだ。

そんな折，東京電力福島第１原発から２０キロの

ところにある「Ｊヴィレッジ」についての新聞記

事を読んだ（５月７日付東京新聞夕刊・財徳健治

「球は転々…」）。

Ｊヴィレッジは１９９７年，東京電力が資金を提供

して，１４面のピッチ，宿泊施設を作り，福島県と

日本サッカー協会で運営する，いわば日本サッカ

ーの聖地とみなされる場所である。日本サッカー

を世界レベルに引き上げるために作られたＪヴィ

レッジは，関係者が長年待ち望んだ施設である。

「そのＪヴィレッジにエリート育成をうたって

創設した『ＪＦＡアカデミー福島』がある。全国

から選抜された中１から高３までの男女計１２５人

が寄宿生活をしながら，地元の学校に通い，サッ

カーとともに歩んでいる。

それが一変した。Ｊヴィレッジは，原発事故に

対処する政府や東電，自衛隊の前線基地に。芝生

のピッチの半分近くはアスファルトで簡易舗装さ

れ緊急車両が出入りし，ヘリポートもできた」

少年少女たちの夢をはぐくむ場所として，多分，

東電が原発をフル稼働させる“コスト”の一部と

して，地域貢献の名の下に建設したＪヴィレッジ

がサッカーを追い出し，原発事故の前線基地とし

て使われるとは，なんという大きな皮肉，いや悲

劇であろうか，と胸がふさがれる思いだ。

１２５人の年少エリートたちは拠点を静岡県御殿

場市に移して，練習を始めたようである。そう聞

くと少しホッとするが，近い将来，Ｊヴィレッジ

は元どおりに復活するであろうか。原発から３０キ

ロの場所は，少年少女たちが放射能の危険を感じ

ることのないクリーンな施設として，再び開かれ

るであろうか。

●

私は今度の大震災はこれまでの災害とはまった

く異質のものだ，と思う。マグニチュード９．０の

大地震による大津波は，５００キロにわたって海岸

線の市町村を壊滅させた。しかし，それだけなら

東京大空襲をはじめ，全国の都市が空爆によって

焼け野原になった１９４５年から１０数年で復興した日

本は，今もその底力を十分もっているはずだ。無

縁社会といわれようと，１９９５年の阪神淡路大震災

以来，新しいボランティアの力もついてきた。

岡崎 満義ジャーナリスト

連載�

フクシマ原発事故で
考えたこと
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「がんばろう」「団結しよう」の合言葉が生きてく

る。そのことを信じて疑わないが，それは大地震，

大津波という猛威もふるうが，なお慣れた自然に

対する人間の親和力を信ずることであって，原発

という極めて人工的な超自然現象には効力はない

のではないか。その思いが消えなくて，私は体の

奥底に今も萎えるような感覚がある。

単なる復旧はありえない。世の中のシステムを

変える。ライフスタイルをすっかり新しいものに

する。要するに生き方を変えよ，ぜいたくに慣れ，

ゆるんだ生活を変えよ，というわけだが，具体的

なイメージが出てこないのである。小はクーラー

から扇風機へ，大は原発から風力，太陽熱，地熱

による発電へ，というのだが，そんなことでおさ

まりそうもない気がする。もっと深いもの，心身

を揺るがすような問いを突きつけられているので

はないか。

東日本大震災について書かれた文章やインタビ

ューの中で，関曠野「ヒロシマからフクシマへ」

（「現代思想」５月号），中沢新一「日本の大転換」

（「すばる」６月号）を共感をもって読んだ。また，

ドイツの社会学者，ウルリッヒ・ベックさんの

「原発事故の正体」（５月１３日付朝日新聞朝刊）の

インタビューは，やさしい言葉で原発事故の異質

性が語られている。

「私たちは，着陸するための専用滑走路ができ

ていない飛行機に乗せられ，離陸してしまったよ

うなものです。あるいは，自転車のブレーキしか

ついていないジェット機に乗せられたともいえる

かもしれない」

「昨年の秋，私は広島の平和記念資料館を訪ね

感銘を受けました。原爆がどんな結果をもたらす

かを知り，世界の良心の声となって核兵器廃絶を

呼びかけながら，どうして日本が，原子力に投資

し原発を建設してきたのか，疑問に感じました」

そう，ヒロシマ，ナガサキの経験をもちなが

ら，６６年経ってフクシマを経験することになった

のである。「ヒロシマ，ナガサキ，敗戦」という

１９４５年の民族的経験を忘れて，フクシマの惨状を

招いてしまったのである。歴史的な経験から学ぶ

ことなく，その経験をまさにメルトダウンさせて，

フクシマ原発の大トラブルを招いたのだ。現代物

理学の父アインシュタイン博士は死ぬとき，「私

は物理学者ではなく，水道の鉛管工として生きた

かった」と言ったといわれるが，そんなこともすっ

かり忘れて，６６年を生きてきた。

●

２０年ほど前，「戦後民主主義は虚妄か」という

論争があった。戦後民主主義の中で生きてきた私

は，虚妄なんかでは絶対ない，と思った。虚妄論

の根底には，日本はアメリカの従属国として生き

てきたのではないか，という大きな疑問がある。

戦後日本人の考え方や生活が，すっかりアメリカ

ナイズされたことは間違いない。それでも私は虚

妄ではないとする根拠として，わかりやすく，

「私こそ野球界でもっともアメリカナイズされた

男です」とカラリと言ってのけた長嶋茂雄，そし

てアメリカ留学の体験を「なんでも見てやろう」

という卓抜な紀行にまとめ，のちに“ベ平連”と

いうユニークな反戦平和組織を作り，その先頭に

立った小田実の２人をあげたことがある。

アメリカナイズは戦後民主主義の原動力とも見

えた。奈良，平安の昔から江戸までは和魂漢才で，

明治から和魂洋才で，戦後は和魂米才で，日本人

は生きてきた。その道筋の行き着く先が，フクシ

マ原発事故だとは，思いもよらないことだった。

どこで道を間違えたのか。人間は自然の一部だ，

とよく口にする。日本人になじんだ自然から次第

にはずれ，それていった。そして別次元の原爆・

原発的自然に行き着いた。それが破滅的な自然・

社会破壊につながった。人間は自然の一部である，

というその部分感覚をもう一度取り戻す。コンピ

ューターでしか制御できない原爆・原発的自然を，

とにかく一度は意志的に拒否してみる。戦後民主

主義はあくまで人間の五感でとらえられる自然の

中でしか可能でないかもしれない。

前に述べた和魂漢才→和魂洋才→和魂米才の流

れの次は，和魂和才だろうか。和魂和才といって

も，あらゆるものがグローバル化している今日，

鎖国はありえない。八方に開かれた世界の中で和

魂和才を発見するためには，おそらく，人間がそ

の一部である懐かしい自然とのつながりを回復す

ること，その中に民主主義を置いてみること，そ

のために少年少女たちに，体は自然の一部である

こと，人間はその事実から出発するしかないこと

を，もっともシンプルに実感させてくれる体育・

スポーツの重要性があらためて認識されなくては

ならないだろう。
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Ｑ
１年から４年まで新たに「体つくり運

動」が新設されましたが，体ほぐしの

運動や多様な動きをつくる運動（遊び）

について，発達段階を考慮してどのように教材

（動き・活動）を選択したり配慮したりすればよい

でしょうか。その概要と留意点を教えてください。

Ａ
新学習指導要領では，これまで高学年

のみであった「体つくり運動」領域が

低学年から導入され，これに伴って，

低・中学年の「体つくり運動」領域の内容は，

「体ほぐしの運動」と「多様な動きをつくる運動

（遊び）」の２つで構成されることになりました。

低学年の段階から体力の向上を図る内容が位置づ

けられたわけですが，授業においては，子どもの

発達段階に合った内容の提供や進め方が必要とな

ってきます。つまり，低・中学年においては，高

めたい体力の要素を意図的に身につけていく学習

ではなく，体を動かす楽しさやおもしろさを十分

に味わいながら様々な動きを身につけていくこと

が大切です。このような意図から，低・中学年で

は「体ほぐしの運動」とともに，「多様な動きを

つくる運動（遊び）」が新たに導入されました。

「体ほぐしの運動」では，行い方の例として，

用具などを用いた運動，リズムにのって弾む運動，

ペアでのストレッチングやリラクセーション，動

作や人数などの条件を変えた歩や走の運動，伝承

遊びや集団による運動遊びがあげられています。

これらの内容は基本的には発達段階を通して共通

の内容が示されていますが，その特徴は，�気軽
にすぐにできるやさしい運動であること，�他者
とのふれあいやかかわり合い（交流）の形態を中

心に進められること，�リズミカルな動きやスリ
リングな動き，力のオン・オフやその加減がわか

るような運動，であり楽しく手軽な運動の中に，

子どもの時期に身につけなければならない様々な

身体感覚や運動感覚を豊かに含んだ運動を取り上

げていくことが大切です。特に，他者との交流は

「体ほぐしの運動」の最大の特徴であり，２人組，

グループ，学級全体など，様々な交流の形態から

活動を構成していくこと，お互いに声をかけ合い

ながら感じたことを共有し合うなどのかかわり合

い方の学習を大切にしていきます。

また，学級内の交流の場面を豊かに含む体ほぐ

しの運動を全学年とも，年度の初めに位置づけ，

ここでの学習が他の運動領域の学習と関連をもた

せたせるようにしていくとよいでしょう。

「多様な動きをつくる運動（遊び）」は，日常生

活や遊びの中に現れる体のバランスをとったり移

動をしたりする運動遊びや，用具を操作したり力

試しをしたりする運動遊びを通して，体の基本的

な動きを総合的に身につけることをねらいとして

行う運動であり，その内容は，従来の「基本の運

動」に示されていた「用具を操作する運動（遊び）」

と「力試しの運動（遊び）」に，「体のバランスを

とる運動（遊び）」と「体を移動する運動（遊び）」

を加えた４つの運動が示されています。

低学年では“運動遊び”となっていますが，こ

れは児童がやさしい運動に出会い，伸び伸びと体

を動かす楽しさや心地よさを味わう遊びであるこ

とを強調しているからです。さらに中学年では，

基本的な動きを組み合わせる運動が加わり，用具

を操作しながら移動するなどの２つ以上の動きを

同時に行ったり，走って転がるなどの異なる動き

を連続して行ったりなど，低学年からの発展を意

図しています。内容選択で大切にしたい観点は，

例示された４つの運動（遊び）から２つ以上の異

なった運動を組み合わせることです。

低・中学年の学習指導では，いずれの運動にお

いても，この時期の子どもから学習が乖離してし

まわないように，「子どもにとっておもしろく夢

中になれる動きや活動かどうか」という点が重要

です。特に，子どもの興味・関心を欠いた単調な

動きの反復や羅列に終わってしまうことも考えら

れるので，友達とかかわって行う活動を多く取り

上げ，常に伴奏音楽などを取り入れるなど楽しく

授業を展開することが大切です。

回答者 筑波大学大学院教授 村田 芳子
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Ｑ
「体ほぐしの運動」と「多様な動きを

つくる運動（遊び）」の運動の例を見

ると，同じような運動が多くあるよう

に思えますが，違いはなんでしょうか。また，そ

れぞれ，運動や動きを「ひろげる」で工夫する際

の留意点や相違点を教えてください。

Ａ
前述したように，低・中学年における

この２つの運動は，いずれも体を動か

す楽しさやおもしろさを十分に味わい

ながら様々な動きを身につけていくことを大切に

していますので，実際にとり上げる運動には共通

なものが多くなってきます。両者の違いはそのね

らいにあり，したがって同じような運動でも重点

の置き方，工夫の視点や方向が異なってきます。

「体ほぐしの運動」は，他者との交流を中心に，

体の気づきや調整がねらいであり，動きを身につ

けさせることよりも運動の楽しさや心地よさを体

験すること自体を重視します。「体ほぐしの運動」

の内容の例示が行い方として発達を通して共通に

示されているのもそのためです。極端な言い方を

すれば，運動を上手にすることをねらったもので

はないということです。その意味で他の運動領域

とは異なった発想の運動ということができ，工夫

の視点も，他者との交流のしかたや気づき・調整

のしかたという「行い方」になってきます。

それに対して，「多様な動きをつくる運動（遊

び）」は，体の基本的な動きを総合的に「身につ

ける」ことがねらいであり，例示された４つの運

動を確実に身につけていくことが重視されます。

それが高学年の「体力を高める運動」へとつなが

ります。したがって，身につけさせる運動が意図

的に選ばれ，工夫の視点も運動がよりよく身につ

くように運動の条件や組み合わせを変え，単一（単

純）から複合（複雑）へと発展させていきます。

では，両者の学習の進め方や工夫の方向は，具

体的にどのように異なってくるのでしょうか。

「体ほぐしの運動」では，単元前半の「やって

みる」は，先生が例示するいろいろな運動を仲間

とかかわり合いながら行う学習から，後半では

「やってみる」で体験した中から好きな運動を選

んで，自分たちでもっと楽しくなるように再構成

して行う「ひろげる」へと発展していきます。

また，１時間の学習では，異なる運動と２人組，

グループ，学級全体などの交流形態の異なる活動

を組み合わせて展開し，感じたことや気づいたこ

とを相互に共有できる振り返りの時間をその都度

つくるようにします。

指導で大切なのは，その時々の学級や子どもの

体や心の状態を見て柔軟に考えること，静的な活

動と動的な活動のバランスや流れを考慮し，１つ

ひとつの運動を細切れに切らないで（気分を切ら

ないで）「いつの間にか，自然に」，体にスイッチ

・オンし，エンジンをかけ，全開して運動に夢中

になれるようにしていくことです。また，軽快な

リズムの音楽をBGMに，動きと気分を律動的に

連続させるような工夫も大切です。

「多様な動きをつくる運動（遊び）」では，単元

前半の「やってみる」は，とり上げた１つひとつ

の動きや遊び方をじっくり経験し身につけていく

ようにしていきます。指導の際には，単に動きを

羅列的に単発に提示するのではなく，回る，這う，

走る，跳ぶなどの多様な動きとともに，姿勢，方

向，速さやリズムなど，動きを多様に変化させる

おもしろさを含めて経験できるように提示してい

くことが大切です。また，友達と一緒にかかわっ

て動くことで動きの楽しさやおもしろさが広がる

とともに，より確かな力が身につくようになりま

す。単元後半の「ひろげる」では，「やってみる」

で身につけたいろいろな動きや遊び方から，自分

がもっとやってみたい動きや場を選び，動きのバ

リエーションを増やすとともに，人数などの条件

を変えたり，いろいろな動きを組み合わせてつな

げるなどの工夫をしていくことが大切です。教師

は，工夫の視点を明確に示すとともに，「やって

みる」で学習した動きを想起できるような掲示な

どの学習資料を工夫するようにします。

なお，「体ほぐしの運動」と「多様な動きをつ

くる運動（遊び）」は，単独単元のほかに，単元

の中で両者を組み合わせていくことも可能です。

さらに，慣れてくれば「体ほぐしの運動」の学習

の中に「多様な動きをつくる運動（遊び）」を含

みこんでいくという単元も考えられるでしょう。

大切なのは，低・中学年の子どもの特性を生かし

た柔軟な取り扱いです。 （むらた・よしこ）

（『体育の学習』２年P.２７「体ほぐしの運動」より）
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Ｑ
今回の学習指導要領の改訂では，指導

内容の明確化と体系化がうたわれ，当

該学年（低・中・高学年）で身につけ

させたい具体的な内容が明確に示されています。

そこで，どのようなステップを踏めば，小学校の

６年間でマット・とび箱・鉄棒運動に示された技

を無理なく身につけさせることができるか，それ

ぞれ核となる主な技について，だれもが習得でき

るような手順や系統性があれば教えてください。

Ａ
●マット運動の「前転」と，とび箱運

動の「台上前転」を例に系統性を考

える

器械運動には３つの種目があり，それぞれの種

目に技が数多く存在します。それらの技を効率よ

く学習するためには，それぞれの技がどのような

関係にあるのか理解することが大切です。その関

係を視覚的にわかりやすくするために，次ページ

の表のようにまとめてみました（表１参照）。

表１に示された技は，『小学校学習指導要領解

説』（文科省）に示されている，小学校６年間で

学習するマット運動の技です。通常，解説には低

・中・高学年で学習する「運動遊び」や「技」が

文字として示されているだけで，質問にある学習

の手順や系統性が示されているわけではありませ

ん。そこで，解説に示された「運動遊び」や「技」

の学習手順や系統性がわかるように表組にしたも

のが表１です。

この表１を左から右へ見ることで，低学年で学

習する「運動遊び」は，中学年で学習する「回転

技」あるいは「倒立技」の，どの「基本的な技」

につながるのか。そして，中学年で学習する「基

本的な技」は，どの「発展技」につながるのか。

さらに，中学年で学習した「基本的な技」や「発

展技」が，高学年で学習するどの「発展技」や

「さらなる発展技」につながるのか，技を系統的

に左から右へ示したものです。そうすることで，

マット運動全体の関係性がわかり，学習手順もひ

と目でわかりやすくなります。ただし，この手順

で学習を進めることで，必ず技ができるようにな

るわけではありません。

●前転や大きな前転につながる「ゆりかご」の

正しい動きと形とは？

例えば，教師は低学年で学習する「ゆりかご」

は，中学年で学習する「前転」や「大きな前転」

に関係することを表１で理解したとしても，「ゆ

りかご」の何が「前転」や「大きな前転」に関係

しているのかを知っていなければ，いくら時間を

かけて児童に「ゆりかご」を学習させても，その

「ゆりかご」の学習は，「前転」や「大きな前転」

にとってまったく意味のないものになってしまう

可能性があります。このようなことにならないた

めにも，教師は正しい「運動遊び」や「基本的な

技」の動きや形を知る必要があります。

それでは「前転」や「大きな前転」につながる

「ゆりかご」について説明しましょう。

図１に示した「ゆりかご」の動きや形は，みな

さんもご存じのことだと思います。この「ゆりか

ご」を楽しむために，図２に示したような「じゃ

んけん遊び」と組み合わせたりもしています。そ

うすることで，単純な動きも楽しみながら，なお

かつゲーム性があり興味をもたせることができ児

童が進んで行ってくれます。この段階では，形が

違うなど細かいことは注意しないで，とにかく図

１に示した前後に転がる動きをできるだけ多く経

験させてあげてください。

次にいよいよ「前転」や「大きな前転」につな

がるための「ゆりかご」です。ところで，「前転」

と「大きな前転」の違いは何でしょうか。写真Ａ

の「前転」と写真Ｂの「前転」は，いずれも『体

育の学習』児童書からの連続写真です。この写真

Ａと写真Ｂを見て，どちらが「前転」でどちらが

回答者 東京学芸大学准教授 水島 宏一
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「大きな前転」だか見分けがつきますか。もし，わか

るようでしたら「前転」と「大きな前転」では，何が

違うか具体的に説明することができますか。

安定した腕立て横とび越し

側方倒立回転（ロンダート）
腕立て横とび越し（側方倒立回転）

支持での川とび

倒
立
系

マ
ッ
ト
運
動

壁登りさか立ち

かえるの足打ち

補助倒立（倒立）

壁倒立（補助倒立，頭倒立，ブリッジ）背支持倒立（首倒立）
ブリッジ（倒立ブリッジ）

頭倒立

安定した壁倒立

開脚後転（伸膝後転）
後転（開脚後転）後ろ転がり

ゆ
り
か
ご

回
転
系

安定した後転

開脚前転

前転（大きな前転，開脚前転）前転がり 大きな前転（倒立前転，とび前転）

安定した前転

丸太転がり

発展技（さらなる発展技）基本的な技（発展技）運動遊び段階
系

種目
５・６年生３・４年生１・２年生学年

表１ マット運動の技一覧

図１

▼下の２つの連続写真，「前転」と「大きな前転」の見分けがつきますか？

図２

写真Ａ

写真Ｂ

P１９～２１で使用しているイラストおよび連続写真は，
図７を除き，すべて平成２３年度新版『体育の学習』
児童書からの転載です。

おおきく ゆらして おきあがる。

じゃんけん ぽん！ゆりかご
してから…
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ではここでヒントを差し上げましょう。

表１で低学年→中学年→高学年という順で回転

技の「運動遊び」～「発展技」を見ていくと「ゆ

りかご」→「前転がり」→「前転」→「大きな前

転」→「開脚前転」というように技が変化してい

きます。このように高学年で学習する発展技「開

脚前転」と中学年で学習する基本的な技「前転」

を比べると「前転」は脚を曲げ，脚を閉じて起き

上がります。それに対して「開脚前転」は脚を伸

ばし，脚を開いて起き上がります。その結果，

「開脚前転」のほうが「前転」より起き上がりの

立ち位置が遠くなります。つまり，「開脚前転」は

「開脚後転」に比べ，起き上がりが難しくなると

いう課題が出てきます。この運動課題をどうすれ

ば解決することができるかです。その解決方法は，

転がるときの回転スピードを上げることです。し

かし，学習者に「開脚前転」のポイントとして

「スピードをつけること！」と言葉をかけてもス

ピードをつけることができる学習者もいれば，何

回やってもスピードがつかない学習者もいます。

これが学習者の現状だと思います。このときに役

立つのが，「ゆりかご」です。ただし，正しい動

きと形をした「ゆりかご」です。その正しい「ゆ

りかご」の形は，図３のように後ろに転がったと

き，背支持倒立（首倒立）になり，お尻が頭の真

上になる状態です。

この形をつくるためには，脚を曲げた背支持倒

立のとき，お腹に力を入れてお尻を上げなければ

できません。こうすることで，腰の位置を高く上

げることができ，図４のように高い位置から脚を

勢いよく斜め下に振りおろす動き（矢印）につな

げることができるわけです。このようにして，大

きくかつ勢いのある前転ができるわけです。ちな

みに，図３の背支持倒立で腰と膝を伸ばすと図４

に示した背支持倒立になれば，図３の背支持倒立

の形は正しいという判断ができます。このヒント

をもとに写真ＡとＢをよく見て，どちらが「前転」

でどちらが「大きな前転」なのか判断してくださ

い。解答は，Ａ＝前転，Ｂ＝大きな前転です。

●とび箱運動の「台上前転」とマットの「前転」

次に同じ前方に回転する技でも，とび箱上で前

方に回転する台上前転について解説します。

とび箱運動もマット運動と同様に小学校６年間

で学習する技を系統的に左から右へ表２に示しま

した。ここでは，中学年で学習する「基本的な技」

の「台上前転」について説明します。

まず，中学年で学習する「台上前転」の前に，

低学年ではどのような「運動遊び」を学習するの

か表２で確認することにしましょう。しかし，表

２を見ても低学年の回転系の「運動遊び」の欄に

は何も表記されていません。一般的に台上前転は，

回転系の「基本的な技」として位置づけられてい

ることもあり，簡単な技として理解されています。

つまり，表２の回転系の「運動遊び」の欄に何も

表記されていなくても簡単な技ということで，い

きなり学習者に台上前転を学習させてはいないで

しょうか。器械運動の技は，技自体が運動課題と

いうこともあり，ほとんどの場合がいきなり技そ

のものを学習させてしまう授業形態をとってしま

いがちになります。特に，ここに示した「台上前

転」は回転系の「基本的な技」として学習指導要

領解説にも表記されていますから。

では，低学年で「運動遊び」が紹介されていな

い場合，どのような手順で「台上前転」を学習し

ていけばいいのでしょうか。台上前転の運動課題

は，とび箱上での実施を除いて，マット運動の

「前転」と同じ課題をもっていますから，マット

運動の「回転技」の「運動遊び」を参考にして，

とび箱運動の「台上前転」も学習していきましょ

う。そして，「運動遊び」を学習させたらとび箱

上での回転という課題を解決するために，ショー

トマットを数枚重ねて高さをつくり（図５参照），

低いところから高いところへ向かって前転を行う

練習をします。このとき，マットを重ねて場をつ

くったことで高さはありますが，横幅がとび箱よ

り広いこともあり，安心して練習することができ

ます。この練習に慣れてきたら，次は実際にとび

箱上で前転を練習しましょう。しかし，いきなり

図４図３

�いずれもいちばん左の
姿勢に注目。図３の左
図で，腰と膝を伸ばし
て図４の左図の姿勢に
なれば，図３の姿勢は
正しいことになる。

●ゆりかご� ●せしじとう立から
ゆりかご�
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高いとび箱で練習するのではなく，マット上にと

び箱を１段，縦置きにして（図６参照），台上前

転を練習しましょう。慣れてきたら，１段ずつ高

さを上げて，ある程度の高さになったら，とび箱

を床上に置いて踏みきり板を設置し，実際に「台

上前転」に挑戦してみましょう。このような手順

をへて「台上前転」の練習を行ってください。表

２に示したように，「台上前転」に対しての「運

動遊び」が表記されていないからといって，いき

なり「台上前転」を学習させることはやめましょ

う。まずは，「台上前転」の運動課題は何かを確

認して，その課題を解決するための方法を見つけ

ることです。「台上前転」は，先述したようにマ

ット運動の「前転」とほぼ同じ課題をもっていま

すから，マット運動の単元のときに上記に示した，

ショートマットを数枚重ねて前転を行う練習をす

ることで，「大きな前転」の練習になると同時に，

とび箱運動の「台上前転」の導入にも役に立ちま

す。こうすることで，とび箱運動の「台上前転」

に対しての「運動遊び」が表記されていない場合

でも，マット運動の学習をすることで補えるよう

になります。

最後に「台上前転」に隠された運動課題を，図

を使いながら説明します。実は，「基本的な技」

として位置づけられている「台上前転」には，字

義に示された以上に難しい運動課題が潜んでいま

す。それは何か，わかりますか。「台上前転」は

「前転」とほぼ同じ課題をもっていると先述して

きましたが，「前転」より似た技があります。そ

れは表１を見てもわかるように高学年で学習する

「とび前転」です。とび箱運動での「台上前転」

の最大の課題は，とび箱上での「前転」です。つ

まり，台上へ着手するまでの間で空中にとび出し，

回転しながら着手する必要があるわけです。これ

は，かなり難しい課題だと考えられます。この課

題を解決するためにも『体育の学習』児童書に掲

載されたマット運動の「とび前転」の練習方法を

参考にして下さい。目で見てわかるように「とび

前転」と「台上前転」を重ねた写真Ｃを示します。

このような課題が隠れていることがよくわかると

思います。 （みずしま・こういち）

大きな台上前転
（首はねとび，頭はねとび）

台上前転（大きな台上前転）
回
転
系

と
び
箱
運
動

安定した台上前転

安定した開脚とび
大きな開脚とび
かかえ込みとび

開脚とび
（大きな開脚とび，かかえ込みとび）

馬とび
タイヤとび

切
り
返
し
系

支持でとび乗り・とびおり

支持でまたぎ乗り・またぎおり

踏み越しとび

発展技（さらなる発展技）基本的な技（発展技）運動遊び段階
系

種目
５・６年生３・４年生１・２年生学年

表２ とび箱運動の技一覧

図５

図６

写真Ｃ
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はじめに

先生方のお話をうかがっていて，いつも心にズ

ドーンと響くのが，先生方の日常の忙しさである。

朝，出勤して１日の構えを整えるのもつかの間，

子どもたちに教室で会うまでにすでにあたふたと

仕事が詰まっていく。クラスの授業では，学期後

半が近づくにつれて今学期の予定が消化できるか

どうかプレッシャーがかかり，毎日の授業も，休

み時間も目いっぱい様々な子どもたちと会話し，

宿題の「丸つけ」，プリントのチェックなどで時

間が止まらない。子どもたちが下校した後には，

学年会や様々な部会等の会議に時間をとられ，

数々の行事ごとやイベントごとの段取りに加えて，

家庭との連絡や教員間の連絡が絶え間なく入り，

ようやくクラスの仕事や授業準備に取りかかれる

ころには，すでに一般的な夕食の時間を過ぎてい

る，といったこともよくあるといった具合である。

ほんの一端に触れただけの経験でしかないが，

今年の２月に大学近くの小学校で，６年生の体育

のある単元の学習指導を担当させていただく機会

を得た。そこでなによりもまず感じたのが，学校

に流れる，余裕がない，しかも止まることのない

「忙しさ」であった。こうしたなかで，小学校の

場合，全８教科プラスアルファの教材研究を行い，

学習指導について考え，その成果を生み出してい

かなければならないとなると，ほんとうに大変な

職務だとあらためて実感させられた。もちろん，

このような日常の中にある子どもとのかかわりや

大人とのかかわりに心躍る瞬間があるからこそ，

教師としての生きがいや充実感が生まれるし，そ

うしたなかにあって，例えば体育の学習指導につ

いて研究し，その成果を子どもたちの姿として実

感できたときに，教師としての喜びも湧いてくる

という面もあろう。しかし，学習指導のあり方を

考えるときに，先生方が抱えるこの日常の「忙し

さ」の問題をやはりどのようにとらえ，反映させ

ていくのかは，おそらく学習指導のあり方を考え

るときの「具体性」につながる大変重要な問題で

あるように思う。

つまり，先生の職務のマネージメント（管理）の

視点を欠いては，学習指導の研究も「絵に描いた

餅」になってしまうという，現場であれば「当た

り前」の問題をまず確認したかったのである。け

れどもこの問題が「当たり前」であるからこそ，

それは大きくかつ重要な視点であるとも思う。そ

こでとり上げたいものが，こうした先生方の「忙

しさ」との関係を考えたときに，問題解決のひと

つの「カギ」にもなりえるように感じられる学習

形態の問題である。

「グループ学習」という課題

体育の学習を指導する場合，

�授業で取り上げる運動やスポーツの中身や教材
のあり方

�クラスの子どもたちの１人ひとりの様子
�学習活動のしかた
この３つが意識されることが多い。

「どんなふうに体育をしようか」と考えたとき，

とりあえずこの３つのことを考えることが必要に

なるからであろう。

再考 グループ学習―その１／問題提起

回第羅針盤 53

東京学芸大学教授 松田 恵示

体育の学習指導の
根幹を支えるものは何か？

22



つまり，ここにある「�学習内容」「�学習者」
「�学習形態」という３つの視点は，学習指導の
問題の基本的な領域となっているということであ

る。このときに，とりわけ体育では，学習集団の

問題もよくクローズアップされる。「仲間づくり」

「かかわり」「グルーピング」などといった言葉で

よく交わされる部分である。

学習形態という言葉は，学習集団の問題の視点

から，主に学習における子どもどうしの「人間関

係」の側面と，他方で，系統学習か問題解決学習

か，などといった「学習内容」の側面を一般的に

は含むものである。こうしたなかで体育では，学

習内容の問題もさることながら，戦争に向かう集

団性や身体訓練といった過去の経緯の反省から，

学習指導におけるよりよい人間関係や学習集団の

形成の問題が，民主的な人間関係を育む点からも

戦後大きな関心を寄せられてきたという面がある。

そのことから，戦後すぐ，かなり早い段階で「グ

ループ学習」に対する研究や実践が体育では積み

重ねられた。こうしたいわば「財産」が，現在の

学習指導のあり方にも，大きな影響を与えている

と思われる。

さらに，１９７０年以降に広がった「生涯スポーツ」

を理念とする体育の学習指導においても，この学

習形態の問題はひとつの観点となり，「グループ

学習」は，「学習内容」の面からも大きくクロー

ズアップされることになった。「楽しさ」を核と

する「スポーツ」という文化が，生涯にわたって

日常化し，だれでもいつでも運動に親しめる社会

を築くためには，体育の学習指導において，何を

大切にしなければならないのか。そもそも「楽し

さ」は強制されて味わえるものではないから，運

動やスポーツの実践に対しても「自発的」で「主

体的」であることと，それを可能にする民主的な

集団形成や人とのつながりがひとつのポイントに

なろう。このときに，「一斉指導」や「個別指導」

ではなく，その中間にありつつも，「教師は計画

を立て，それに従って指導することになるが，各

グループの自主性を認める。必要に応じて一斉学

習や個別学習を用いるが，この小さなグループを

学習の基本単位と考える。したがって学習活動は

一般的に集団活動である」（竹之下休蔵『プレイ・

スポーツ・体育論』大修館，１９７２） ところの

「グループ学習」が取り上げられたのである。

こうした学習集団の問題として取り上げられた

「グループ学習」の成果は，体育の学習指導にと

どまるものでなかったこともよく強調される。例

えば，戦後の「グループ学習」研究をリードした

竹之下休蔵は，神奈川県の小学校とのグループ学

習を体育の学習に取り入れる実践（実験）研究の成

果として，次のように述べている。

「実験における変化の過程は緩慢であり，のん

びりしたものであったが，徐々に，子どもたちは

自分たちの問題について話し合い，自分たちで計

画を立て，グループをつくって各自の役割を決め，

必要があれば他の学級とまた学校児童会で話し合

い，勝つための協力を工夫し，グループがよくな

るために，上手なものが下手なものに教えるとい

うようなことが加えられていった。教師の指導は

もとよりであるが，児童の相互学習を活発にした

わけである。この結果児童間の人間関係はたしか

によくなり，運動や遊びにおける問題も減少し，

自由時間の運動も組織だち，自主的・計画的なグ

ループ活動が活発になり，今日では運動会の計画

や運営もほとんど児童たちでなされる（前よりも

少ない準備時間で）ようになった。なによりも収

穫であったのは，体育学習の効果が他教科の学習

に及んだこと，及び懸念された身体的発達―とく

に運動能力や技能―によい結果が認められたこと

である。」（竹之下休蔵，『体育科教育』１１月号所収，

大修館，１９５５）

竹之下は，次のようにも語っている。「授業と

社会のつながりをもっと具体的に考えれば，教師

は社会の代理者，内容は社会の文化の一部，子ど

もはやがて社会の成員になるということになる。

しかも社会は変動する。教師は子どもたちが，や

がて成人したときの社会と生活を考えて行なわな

ければならない。私は学習指導の構造を，社会

（集団・文化・変動），教師，内容（運動文化），子

ども，学習集団，施設・用具の諸条件が構造づけ

られたものと考える。学習指導は，子どもたちを

伸ばすために，これらの諸条件を方法的に統一し

なければならない。学習指導法はこの構造を機能

的に捉えたもの，その方法化といってよい。グル

ープ学習の実践には学習指導の構造論が必要であ

る。それ故にグループ学習は，この構造論に基づ

く学習指導法を学習における集団あるいは人間関

係の視点からそのように名づけたものである」（竹
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之下休蔵『プレイ・スポーツ・体育論』大修

館，１９７２）

つまり，「グループ学習」という言葉や，それ

を使った体育の学習指導の実践には，「子どもの

集団学習法」という単なる指導マニュアルの問題

ではなく，体育の学習指導をめぐって，より全般

的な「子どもを育てる」という広い課題に対して，

いわば様々な教育活動のあり方を集約した形が現

されている必要があるのではないかと，問いかけ

ているのである。こうした指摘は，日々の忙しさ

に忙殺されるあまり，体育の学習指導を，より全

般的な「子どもを育てる」という広い課題や様々

な教育活動のあり方の問題とは切り離して，単な

る指導マニュアルの問題としてとらえがちな現在

に，逆に時代を超えて，現状を打破する手がかり

を与えてくれているように思われる。

「米粒をおにぎりとして握る」難しさ

もちろん，現在の学校は，社会状況の変化が激

しく，子どもの変化や先生のおかれている状況の

変化も大きい。課題は多様化し，かつ拡散化して

いる。それゆえに，教科指導の問題，学級経営の

問題，特別な支援の必要な子どもへの指導の問題，

保護者への対応の問題，学校行事の対応への問題，

学力・体力低下の問題，子どもの二極化の問題

等々，教師として処理しなければならない問題も

多い。けれども，こうした一連の学校での指導活

動は，もともと「子どもを育てる」という，ある

大きな目標に向けて行っていることであるし，こ

の意味では，それぞれを切り離された「場面」と

して個別に処理していく，というのではなく，む

しろそれぞれの「つながり」や「相互関係」を考

えるとともに，「子ども」「教師間の協力」「保護

者との協力」「地域との協力」といった「つなが

り」の中に，職務の「構造論」を考えそれを基盤

にして，ひとつひとつの指導活動を関連づけて対

処しなければならないのではなかろうか。例えば，

体育は体育，理科は理科，学級活動は学級活動，

生徒指導は生徒指導，保護者対応は保護者対応な

どと，ひとつひとつの職務をバラバラにとらえて

しまうと，学校での１日というものが，あたかも

「米粒をおにぎりとして握る」ような，力を入れ

ども入れども形としてまとまらず，忙殺感だけが

残ってしまうのではないだろうか。このときに，

ひとつひとつの米粒が炊きあがり，お互いが「ひ

っついて」ひとつの「おにぎり」としてまとまり

を保つための「カギ」のひとつが，竹之下が述べ

るような，体育の「グループ学習」にあるのでは

ないかと思えるのである。

まず，体育で学習する内容は，子どもたちに好

まれる「運動」や「スポーツ」がほとんどである

し，学習活動は座学ではなく，身体活動をともな

う開放的なものである。もちろん，近年は，運動

の好き嫌いにも二極化がともなう。しかしながら，

他教科に比べれば，それでも，子どもたちの好意

度は，１，２位を争うものであることは変わらな

いであろう。こうした学習内容の特徴のうえに，

子どもたちの「自発性」や「主体性」の発揮が，

「生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現」を

めざす現在の体育科には不可欠の指導上の視点と

なっている。しかし，ほとんどの運動やスポーツ

は集団活動であるし，個人的種目であってさえ運

動やスポーツの学習には集団活動が欠かせないこ

とは，これまでの成果からも実証されている。こ

のために，児童１人ひとりの「自発性」や「主体

性」を発揮しつつも，「集団性」をしっかりとつ

くり上げていかねばならない体育の学習活動は，

子どもならず人間全般に対して魅力をもつ「運動

の楽しさや喜び」を直接のねらいとしつつ，こう

した「人間関係」のあり方に力点を置く「グルー

プ学習」という学習形態を大切にすることで，他

の学校生活でもモデルとなりうる集団性と民主性

（自立と恊働）という基礎的な力を育ませることに

も大きく寄与しうる。

また，こうした子どもとの恊働作業による体育

科の学習指導への工夫と実践の体験が，教師自身

にも他の職務実施における人間関係のあり方に対

してモデル形成する力を与える場合もあり，体育

での「グループ学習」をめぐる指導実践が，ひと

つひとつの職務を「構造論」に基づき，ある「ま

とまり」として関連づけ，日々の職務構造を変化

させることで，「忙しさ」を緩和し本来の教育に

携わる「手応え」を回復させてくれるのではない

か，と考えたいのである。このような意味におい

ても，体育の「グループ学習」について，生涯に

わたる豊かなスポーツライフを子どもたちに実現

するためにも，また，それを指導する教師がゆと

りと充実感を体育の指導のみならず，学校全体の
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職務に対して取り戻すためにも，再考することの

意義は大きいと思われる。

「他者」との関係に特徴づけられる体育の学習

ここで，運動やスポーツのもつ「人間関係」の

特徴について，「他者」という言葉からも考えて

おきたい。「グループ学習」とは，あるいは，よ

り全般的な「子どもを育てる」という広い課題に

対して，いわば様々な教育活動のあり方を集約し

た形が現されているような「グループ学習」とは，

いったい何を手がかりにすればよいのかについて，

考えてみたかったからである。このときに，対比

させたい言葉が，「他人」と「他己」という言葉

である。

「他人」とは，通常，「知らないのでかかわらな

い人」のことを指している。例えば，たまたま電

車に乗り合わせた隣の乗客は，むちろん「他人」

であるし，これはつまり，「知らないのでかかわ

らない人」である。この「他人」に，気兼ねせず

「この荷物持ってくれる」などと言おうものなら

すぐさま変人扱いされてしまうことになろう。あ

くまでも，「知らないのでかかわらない」が基本

である。こういう「他人」との共存は，ルールに

基づく規範性がポイントとなっている。「かかわ

らない」ということをお互いに了解すること，つ

まり「共存のための秩序」を暗黙に前提にするか

らである。

一方で，「他己」とは，家族や友達など「知っ

ているのでかかわる人」のことである。他ではあ

るのだけれども，「他人」のように，その人の人

格には踏み込まずあたかもひとつの風景のように

接するのではなく，自分自身の生活空間の中に，

まさに重要な存在者として共に生きるひとつの人

格としてかかわりをもつのが，ここでいう，己の

世界の中にある他＝「他己」である。「他己」と

の関係は，親密さにもとづく共同性がポイントと

なっている。

このように考えると，「他人」と同様「知らな

い」のだけれども「他己」と同様「かかわる」人

＝「知らないけれどもかかわる人」のことを，

「他者」と呼んで問題はなかろう。つまり，「他人」

と「他己」との中間である。一般に「人間関係」

とは，この「他者」関係を問題にしてきた。なぜ

なら，「他人」も「他己」も，人間と人間の関係

の取り方ではあるけれども，「他人」はルールに

基づきお互いに無関心，不干渉を前提にするだけ

に組織や集団を構成することがなく，一方で「他

己」は「知っているものどうし」＝共同性を原理

とするのであるから，「知らないものどうし」の

集団構成＝社会性とは位相が異なっているからで

ある。「他者」との関係は，この意味で「ルール」

と「親密さ」の，「規範性」と「共同性」の両義

的な関係，一種の「あいまいさ」の中にある。し

かし，これこそが，社会性という言葉の実質なの

ではないか。

ただ，ここにある「他者」関係は，運動やスポ

ーツにとっては極めて重要である。なぜなら，ル

ールに基づき，かつ親密さの中でかかわりをもた

なければ，スポーツという文化の恊働的な楽しみ

がもたらされないからである。スポーツという言

葉が語源としてもつ「PLAY＝遊び」の要素は，

本来，ここでいう他者との関係なしには生まれな

い。競争し恊働する「他者」との関係がなければ，

ロジェ・カイヨワが指摘した「アゴン（競争の遊

び）」や「ミミクリ（模倣の遊び）」は成立しない。

この意味でスポーツという生活文化は，徹頭徹尾

「社会的」なものでしかなく，だからこそそれは，

ときにコミュニティーの再構築に人を向かわせた

り，人生の意味を人にもたらせたりまでするので

あろう。

「知らないけれどもかかわる」ことで形成され

る「みんな」という言葉は，もちろん学校生活の

基盤である。こうした「みんな」を可能にする諸

条件を探らなければ，職務多忙の改善も，教育に

携わる手応えも，そしてなによりも，生涯にわた

って運動やスポーツに親しむ子どもを育てること

も進まないということになるのではないかと思わ

れるのである。そこで，次号以降で，体育におけ

る「グループ学習」のより具体的な問題について，

様々な側面から考えていくことにしてみたい。

（まつだ・けいじ）
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――眞砂野先生は教師として最初の「ボールであ

そぼうマイスター」ですが，まずはその概略につ

いてお聞かせ下さい。

日本トップリーグ連携機構が主催している事業

で，１つの種目に限らず，子どもたちに，オール

ラウンドにボール遊びを楽しんでもらい，運動の

スキルにも触れてもらう，その指導・普及をする

というものです。

非常に特徴的なのは，今お話ししたように１つ

の種目に限らず，オールラウンドなスキルが体験

できるという点と，もう１つは“遊びを通して”

ということですね。いわゆるトレーニング的要素

ではなくて，子どもがのめりこむように，遊びな

がらスキルを身につけていく。その２つが特徴的

なことだと思います。

――ボール運動にもネット型やゴール型などいろ

いろありますが，それらに共通するスキルを身に

つけさせるということでしょうか。

そうですね。ただその場合の「共通するスキル

を身につけさせる」というのは動き方などではな

く，ボールを触りながらということです。実際に

講習会のときも，いろいろなボールをあえて使わ

せる。大きいボール・小さいボール，少し柔らか

め・硬め，などです。同じプログラムにしても，

ボールが違うことによって感覚が変わるんです。

種目に入る前のボール遊びというのでしょうか。

そこをねらっているように思います。２日間の講

習のなかでも，種目的なものは，最後にプレルボ

ールをみんなで遊んだぐらいで，あとはむしろ

「このボール１個でどんな遊びができるか」という

ところにプログラムの重点がおかれているんです。

――先生は今までも，ゲーム・ボール運動の研究

をなさっていますが，講習会のなかで新しい発見

・気づきはありましたか。

２つあります。

僕が今回の講習会でお会いしたのは，バスケッ

トの元オリンピック選手や，なでしこジャパンの

選手の方々などです。トップリーグ連携機構だけ

に各スポーツ界の第一線で活躍された方たちが集

まってくるわけです。そういう方たちが同じよう

におっしゃっていた「子どものうちは“遊”びな

んだ。遊ばせることが大事なんだ」という言葉が，

僕にはあらためて新鮮に聞こえたんです。やはり

そうなんだ，と思いました。ひとつの種目を何度

も何度も練習させることも場合によってはあるか

もしれない。ですが，もっと自由に考えて，子ど

もが「おもしろい！」と思うことが大事なのだ。

そういったことを，スキル的には日本トップの人

たちが口をそろえておっしゃっているので，本当

にそうなんだなと思ったことが１つですね。

もう１つは，技術・技能・スキルそのものを，

もっと自由に考えていいんだ，ということです。

例えば２人組でボールをパスし合うというプログ

ラムがあったのですが，あえて手をクロスして，

キャッチさせるとか，やわらかく卵のようにキャ

ッチさせるとか，様々なキャッチングの方法をさ

せるんです。それがまたおもしろい。様々な方法

を楽しんでいるなかで，スキルそのものも遊びな

がら身についていく。つまりキャッチングひとつ

にも様々な方法があるんだなということを，あら

ためて気づかせてもらったという気がします。

――楽しく遊ばせながら，子どもたちにボール運

動のスキルを身につけさせることができるプログ

ラムなのでしょうか。

そうですね。動きそのものが楽しい，技能と楽

しさを離さない，ということだと思います。今回

の講習のなかでも，常にそういう趣旨でやってい

たように思います。例えばボールをやわらかくキ

ャッチする卵キャッチ，これは動きそのものがお

もしろいので，どうすればやわらかくキャッチで

“遊び”を通して身につける
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きるかに夢中になってのめりこんでいきます。そ

れがそのまま，キャッチングのスキルになってい

たりするわけです。体つくり運動の低学年など，

用具を操作させる運動遊びがありますね。そこに

はボールを使った動きが例示で入っていますから，

そのままストレートに今回のプログラムが使える

と思います。プログラムには授業の現場で使える

引き出しがたくさん入っているので，教師は知っ

ておいたほうがいいと思います。

楽しいから動くし，楽しいから工夫する。動く

こと・ボールを扱うことそのものが楽しいんだと

いう感覚でこの講習は構成されていたし，教師と

しては，現在，技能だけが楽しさから遊離して

「この単元ではこの技能を身につけさせなければ

ならない」という体育が増えている，そこに警鐘

を鳴らすような意味も感じました。

授業者として講習の内容を授業に取り入れよう

としたときには，遊びのなかに，いかに意図的に

運動文化，例えばバレーやバスケットやサッカー

などにつながるような運動遊びをプログラミング

していくかというところが，腕の見せどころだと

思います。難しいことではありますが，そこがい

ちばん大事なところであり，実践していかなけれ

ばならないところかなと思います。

実践化のヒントもありました。今回のプログラ

ムではキャッチングの遊びがとても多かったんで

す。「今，何が子どもに足りないのか」──，言い換

えると「何を身につけさせれば最低限ゲームが楽

しめるのか」というと，ボール運動系はやはりキャ

ッチング……，サッカーだったらトラップができ

るか，などなんです。そこがどうしてもゲーム中

のネックになってしまう。ボールを落としてしま

ったりすると，野球だったらアウトにできないし，

バスケットだったらパスがつながらないし，サッ

カーだったら相手ボールになってしまう。偶然か

もしれませんが，今回のプログラムに入っていた

キャッチングの多様さ・おもしろさに気づかせる

ような遊びは授業とマッチングすると思います。

授業者はこの講習を受けたとしたら，もう一歩

工夫して，それを授業に生かすにはどうしたらい

いかを考えねばならないと思いますね。ひと工夫

が必要になると思います。

――それは，子どもたちの技能のレベルなどを見

たうえで内容を選ぶということでしょうか。

それも大切な視点です。まず教師は，バレーな

らバレー，バスケットならバスケットでどんな技

能が必要になってくるかを，知っていなくてはい

けないと思います。網を張っておくというのでし

ょうか。そのうえで，子どもたちを見たときに

「この子にはこういった授業が必要だ」「この子は

ここまではもっていける！」ということを判断す

る。それが教師の眼力というのでしょうか。「こ

のスポーツはこれとこれと，この技能が必要だ」

ということを，教材分析や研究会などできちんと

おさえたうえで，そのスポーツのおもしろさを体

感させてあげることが大事だと思います。

――ボールのキャッチングが多いということでし

たが，足を使う活動などもありますか。

はい。例えば，最初に笛が鳴ったら右足の裏で

止める。次は左足，今度は膝，今度はお尻という

ように，ボールを止めるときのやり方をいろいろ

と楽しめるものがありました。

――先生が今回のプログラムを受けて，他の先生

に薦めるとしたらどんな点ですか。

「目の前にボールが１つ転がっているとき，何

ができますか？」という問いに対する引き出しを，

教師はたくさんもつべきだと思うんです。その点

で，このプログラムはお薦めできると思います。

繰り返しになりますが，多様な動きをつくる運

動遊びの用具を操作する運動遊びに，ボールを使

った活動がありますよね。これは，特に僕らボー

ルゲームを推奨・研究する者にとってはものすご

いチャンスで，ここで何をさせるのかというのは，

非常に大きいと思います。本来，子どもたちはボ

ールがとても好きです。よく子どもたちの運動離

れが問題視されますが，「ボールを使った運動遊

びのなかで何をさせるか」という引き出しを教師

がたくさんもつことは，その歯止めに直結するこ

とだと思うんです。

講習で学んだプログラムを校内研修で実践した

のですが，先生方には「あっ，こんなやり方もあ

るんだ」と喜んでいただいたんですね。「ボール

１つで何ができるか」という引き出しをたくさん

もつことは大事だと思いますし，もう１つ，ボー

ル単体で動かす遊びのその先に何があるのか，そ

こから何を引っ張ってくるのかということをアレ

ンジしていくことが授業者としてはとても大事な

ことなのだと思います。 （まさの・ゆたか）
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